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２０２６年度 

大学院文学研究科博士課程前期２年の課程入学試験 

（夏期・一般選抜）問題 

専門科目（   心理学   専攻分野） 

問題Ⅰから問題Ⅲの3 問全てに解答すること。 

 

問題Ⅰ 以下の5課題のうちから 2題を選び論述しなさい。解答は次ページ以降の所定の欄にて行うこと。 

 

1.  心理学における仮説検証研究と仮説生成研究について論じなさい。 

 

2.  香り（匂い）は人の行動に強い影響を与えることが知られている。香りの効果に関する事例を 

いくつか挙げ、その背後にある仕組みについて心理学的に説明しなさい。 

 

3. 心理学において、神経系・内分泌系・免疫系の指標を測定する意味を説明しなさい。 

 

4. 犯罪予防（crime prevention）に関する理論を1つ取り上げ、その理論をできるだけ詳細に説明 

しなさい。なお、取り上げた理論と理論を提唱した人物を必ず明示しなさい。 

 

5. 物体ベースの注意（object-based attention）について代表的な実験例をあげながら説明しなさい。 

なお、実験例を紹介する際、実験結果が空間的注意では説明できない点についても言及すること。 

 

（以下余白） 
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問題Ⅰの1題目の解答欄   選択した課題番号（   ） 
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問題Ⅰの2題目の解答欄   選択した課題番号（   ） 
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問題Ⅱ 以下 5つの用語の中から 3つを選んで解説しなさい。解答は所定の欄にて行うこと。 

 

１．hypothalamus              ２．reference group 

３．cone cells                   ４．social learning theory 

５．Cannon-Bard theory 

 

 

問題Ⅱの1個目の解答欄   選択した用語番号（   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題Ⅱの2個目の解答欄   選択した用語番号（   ） 
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問題Ⅱの3個目の解答欄   選択した用語番号（   ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（以下余白） 
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問題Ⅲ 以下の英文を和訳しなさい。解答は次ページの所定の欄にて行うこと。 

 

著作権上の問題があるため表示しない。 

 
出典 Kanai, A., Laurence, G. A., Sakata, K., Fujimoto, T., Yamaguchi, H., Takai, J., Suzuki, A., & Tak, J. (2022). An international 
comparison of factors related to long work hours. Japanese Psychological Research, 64(4), 410–425. https://doi.org/10.1111/jpr.12338 

 

（以下余白） 
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問題Ⅲの解答欄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 


